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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月8日(2017.9.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キャンドルシステムであって、当該キャンドルシステムは；
　燃料容器を有し、前記燃料容器は、自己崩壊性空洞を有し、前記自己崩壊性空洞は、所
定の液体燃料を収納し、かつ、前記自己崩壊性空洞内の前記所定の液体燃料の減少に追随
して前記自己崩壊性空洞の長手軸に沿って鉛直方向に縮小するように構成されており；か
つ
　少なくとも一つの芯を有し、前記少なくとも一つの芯は、前記所定の液体燃料を、前記
自己崩壊性空洞内へ導入した後に燃焼させるように構成されており；
前記自己崩壊性空洞が、前記空洞に前記所定の液体燃料が充填され前記芯に火がついてい
る時には徐々に崩壊するように構成されている、
前記キャンドルシステム。
【請求項２】
　前記芯が、前記自己崩壊性空洞に前記所定の液体燃料が充填されている時には前記芯の
第１の端部が前記空洞の開口部から突き出るように構成されている、請求項１記載のキャ
ンドルシステム。
【請求項３】
　前記自己崩壊性空洞が、前記所定の液体燃料が前記空洞内で減少するペースと同様のペ
ースで崩壊するように構成されている、請求項１または２に記載のキャンドルシステム。
【請求項４】
　前記自己崩壊性空洞が、前記所定の液体燃料が前記自己崩壊性空洞に収容されている時
には前記所定の液体燃料によって前記自己崩壊性空洞が広がって伸び、かつ前記空洞に前
記所定の液体燃料が充填され前記芯に火がついている時には前記所定の液体燃料が消費さ
れるに従って前記自己崩壊性空洞の伸びが小さくなるように、伸縮性の材料で作られてい
る、請求項１～３のいずれか一項に記載のキャンドルシステム。
【請求項５】
　前記自己崩壊性空洞が、浮遊端部に吊り下げられる折畳み可能なフィルムによって形成
されている側壁に囲まれることにより、前記所定の液体燃料が充填されている時には拡張
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し、かつ前記芯に火がついている時には前記所定の液体燃料が消費されるに従って収縮す
る、請求項１～３のいずれか一項に記載のキャンドルシステム。
【請求項６】
　前記自己崩壊性空洞が、可融性の材料で作られている側壁に囲まれ、かつ前記キャンド
ルシステムが、前記空洞に前記所定の液体燃料が充填され前記芯に火がついている時には
前記側壁の端部が溶けるように構成されている、請求項１～３のいずれか一項に記載のキ
ャンドルシステム。
【請求項７】
　さらに、前記空洞内に収容された一定の体積の前記所定の液体燃料を有する、請求項１
～６のいずれか一項に記載のキャンドルシステム。
【請求項８】
　前記自己崩壊性空洞が、前記所定の液体燃料上に浮かぶよう構成された浮遊端部に吊り
下げられる側壁に囲まれている、請求項１～３のいずれか一項に記載のキャンドルシステ
ム。
【請求項９】
　前記自己崩壊性空洞が、前記自己崩壊性空洞に前記所定の液体燃料が充填されている時
にはテレスコピックに伸び、かつ前記液体燃料の前記減少とともにテレスコピックに後退
するように構成されている、請求項８記載のキャンドルシステム。
【請求項１０】
　前記所定の液体燃料が、前記空洞の開口部まで前記空洞を一部または全部満たす、請求
項１～９のいずれか一項に記載のキャンドルシステム。
【請求項１１】
　前記液体燃料の燃焼中に炎が前記空洞の外から見えるように構成されている、請求項１
～１０のいずれか一項に記載のキャンドルシステム。
【請求項１２】
　さらに、前記所定の液体燃料の上に浮くことができる浮きを有し、前記芯が前記浮きの
上に配置されている、請求項１～１１のいずれか一項に記載のキャンドルシステム。
【請求項１３】
　前記芯の第２の端部が、前記自己崩壊性空洞に連結されている、請求項１～１２のいず
れか一項に記載のキャンドルシステム。
【請求項１４】
　さらに、前記芯を補強するように構成される芯のコーティングを有する、請求項１３に
記載のキャンドルシステム。
【請求項１５】
　前記芯のコーティングが、可融性の材料で作られている、請求項１４に記載のキャンド
ルシステム。
【請求項１６】
　さらに、前記空洞を覆うよう構成された可融性の覆いを有し、前記芯は、前記芯の第１
の端部が前記可融性の覆いから突き出るようにさらに構成されており、前記可融性の覆い
が、前記芯の前記第１の端部に火がついている時には溶けるように構成されている、請求
項１～１５のいずれか一項に記載のキャンドルシステム。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれか一項に記載の１以上のキャンドルシステムと、
　オリーブオイルを含む１以上のオリーブオイル容器とを有する、
キャンドルキット。
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